
第Ⅳ章阿蘇谷の古墳（関連資料の紹介）

1迎平古墳群と出土鏡

迎平古墳群一の宮町大字手野字迎平・橋詰・的場に分布する古墳である。墳丘は旧状を留

めぬものもあるが、かっては8基以上の古墳が分布していた。今日5基が存する。昭和54年10

月一の宮町文化財保護委員会の諸氏と現地踏査を行い古墳の確認とともに番号を付した。尾篭

と手野を結ぶ道を接にして西側が小字迎平であるが、ここに1～3号墳が位置する。外輪の山

麓斜面にあたり、一柵は「塚ﾝ園」（つかんその）と呼ばれている。道の縁に直径約10m、高さ

約3mの円墳がある（5号)。さらに道から下った水田中に直径4.3m高さ約1.5mの封土がみ

られる（4号)。以上が墳丘の残存するものであるが、南側に明治年間に朱のついた平石が出

土したという箇所がある（7号）が、道路拡幅によって石材は失われた。また4号の北側の三

城高氏宅からは昭和28年畑を耕作中石棺が出土、直刀を伴出したという（8号)、さらに5号

墳の南の畑の縁に石材が寄せてある（6号)。この古墳は圃場整備にともない昭和50年に破壊

され、石材が旧位置に集められている。安山岩質の扇平喋がみられ、奥壁とみられる大石が南
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Fig.9．手野小字名
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面してあり、この部分は旧状を保っているとみられる。これらの石材から推定すれば、南に入

口をもつ横穴式石室墳であったとみられる。なお、この古墳の破壊時に鏡が出土して地元に保

管されている。

鏡環状乳神獣鏡で半分を欠失する。破れ口は古い。鋳上りは良好であるが、鏡面は取りあ

げた後の鋪痕がある。文様の間には赤色顔料がわずかに残っている。

平縁は二区に別れて外側は交互して連続する波状文が描がかれているが、鋳上りが悪く不鮮

明な箇所がある。内側は外j滞よりやや低くなり逆時計廻りに飛鳥走獣がみられる。湯廻りが悪

く盛上り内側の圏線と接続している箇所がある。内区への移行部は外行する鋸歯文帯をめぐら

す。内区は半裁円と方格を交互に配しているが、方格の中に文字はない。内区は復原すれば8

個の乳を持つとみられるが4個が現在する。環状乳を腰部とする右向の獣は頭部が虎形をなし

口に巨を街える。紐座は扇平で頂部がやや平担化している。

面径14.0cm、紐高0.85cm、紐径3.05cm、紐穴の最大幅1.0cm、紐穴の高さ0.6cmをはかる。

この鏡は宇土郡不知火町国越古墳出土のものと同型である。この古墳は1966年に乙益軍隆氏

等によって調査された全長62.5mの前方後円墳で、石室の屍床および石棺から多量の遺物が出

土した。鏡は、石棺内から画文榊神獣

蕊熱

Fig.10．迎平6号墳出土環状乳神獣鏡

鏡一画、東屍床内から四獣鏡一面、西

屍床内から獣帯文鏡一面が出土してい

る。

国越古墳出土のものは迎平鏡に比し

径がわずかに小形であるが文様間の寸

法等は同一である。とくに連るのは、

紐の頂部の形状が迎平鏡が扇平である

のに対し、国越のものは半円球状をな

す点である。このような差は路返しに

よって生じた違いとみてよい。なお塩

塚古墳出土の画文稲環状乳神獣鏡と同

型の例は上記の国越古墳の外に次の4

ケ所のものが知られている。

（1）福岡県嘉穂郡穂波町技国・石ケ坪。

（3）熊本県玉名郡菊水町江田・船山古墳

（1）福岡県嘉穂郡穂波町技国・石ケ坪・山ノ神古墳（2）宮|崎県児湯郡高鍋町・持田20号墳

（3）熊本県玉名郡菊水町江田・船山古墳（4）香川県綾南町羽床小郡・蛇塚古墳

主に九州地方に分布している点が注目される。地域的にみても独立した阿蘇盆地の小古墳か

ら出土した鏡が北・中九州に一連の繋りを持つことの意味は重い。
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2阿蘇神社所蔵の須悪器・土師器

提瓶（Fig.11，1．2）1，法量は口径；5.9、器高；18.5cmを測る。頚部にはヨコナデによ

る稜を有する。ロ頚部は外上方に立ち上がり、口縁部でやや内傾させる。体部・前面の張り出

しはあまり大きくなく、ゆるやかな丸味をもって底部へ続く。肩部には左右にハリツケの把手

を有する。休部前面はへう削り後ヨコナデ、背面はカキ目が施されている。休部中央には、前

・背面ともへラ状工具による「×」印を有する。

2、提瓶の口縁部をわずかに欠損する。休部前面はほぼ球形を呈する。体部背背面、後部は

へう削りを行なっているため明瞭な稜を残し平担面を有する。一方、背面前部は偏球形を帯び

底部へいたる。肩部には左右に貼付の吊手を有するが端部はいずれも欠損する。口頚部には横

方向のカキ目が施されている。休部には幅2～3mmの5条の同心円状の凹線が施されている。

それらの凹線の間には櫛状工具による列点文を配する。この列点文は時計回り方向に粘土が動

いているため、ロクロの回転を利用して、左右向より軽く突いたものである。さらに底部には

部分的ではあるが列点文と同様な工具によるひっかき痕が観察され、その後ナデ調整が施され

ている。部分的ではあるが焼成時における気泡を有する。

高坪（Fig.11．3）脚部に比べて坪部の占める割合が大きい、短脚の無蓋高坪である。法

量は口径；11.5、器高；9.6、底径；9.4cm（復原）を測る．□縁部と休部はヨコナデによる稜

をもって分れ、受け部を意識している。立ち上がりは長く3.2cmを測り、直に上方に立ち上が

り口縁部でやや外反させる。脚部は短く外下方に「ハ」字状に開く。脚、端部は短く、外下方

につまみ出され外面を軽くナデているため端部外面はやや窪む。さらに脚部内面にわずかな粘

土の降起痕が観察され、杯部と脚部は接合されたものと推定される。口縁部から受け部にかけ

てはヨコナデ、体部から底部にかけては回転へラ削り、脚部はヨコナデが施されている。内面

は全体的にヨコナデが施されているが、i不・底部には部分的に指圧痕が残りその後不定方向の

ナデにより調整されている。

高坪（Fig.11．4、土師器）高杯の杯部から脚部の一部にかけての残存である。法量は口径

；23.7cmを測る。坪部は技法上の稜をもって上半部と下半部に分かれる。下半部は内蛮気味に

外上方に、上半部は外反気味に立ち上がり、口縁端部は丸味を帯びる。坪部と脚部は明瞭な痕

跡は残さないが接合によるものと推定される。器の調整は全体的に非常に丁寧である。外面、

口縁部下方は荒い縦方向のハケが施されその後斜、横方向のへラ研磨により調整されている。

杯部から脚部への移行部は指圧痕と部分的にハケ目が観察される。脚部は坪部と同様に綴密な

縦方向のへラ研磨を施す。内面の上半部も外面と同様に横、斜方のへラ研磨が、下半部はやや

荒い斜方向のへラ研磨を施す。脚部はへう状工具の先端で刺突させながら回転させたような削

り痕を残す。色調は内面、茶褐色、外面；暗茶褐色を呈する。
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Fig.11．阿蘇神社所蔵須恵器（1～3）・土師器(4)
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3．番出一号墳

1・はじめに

阿蘇谷に分布する古墳としては、中通古墳群が著名である。この古墳群は長目塚古墳（前方

後円墳・全長111m）を主墳として14基以上の古墳が知られており、阿蘇谷最大の古墳を形成

している。さらに、この中通古墳

群から北東方向、手野地区には4

カ所の古墳群が知られており、そ

れらの分布と年代については既に

乙益重降氏により詳細な考察が加

えられている')。

今回紹介するのは、従来より石

棺の存することは知られていたが

調査が充分でなく、内容の明らか

でなかった坂梨地区の石棺の一例

である。

2．石棺の構造

苧需一声亀、、

Fig.12．番出古墳群の分布

石棺は一の宮町大字中坂梨字番出（132番地）に所在する。場所は阿蘇谷全体を一望するこ

との出来る外輪山の中腹傾斜面で標高約500m、豆札の集落の北東部あたり、水田面との比高

差は約30mをはかる。凝灰岩のバラスを採取する石切場の削平中に発見されたもので、調査時

には既に棺身の周辺は削布され、石棺の東小口部と南壁は取りはずされており、遺物は発見者

により棺外に持出されていた。主休部は板状節理の安山岩を使用した組合せ式石棺で、大略長

軸は東西を示す（Fig.13)。側壁には大きな平石を2枚組み合わせているが南側壁はさらに小

平石を用い、合わせ部の補充となしている。棺底には細長い平石を三枚組み合わせ並置してい

る。蓋石は肩平な大型の一枚石を用いる。棺材の端部の要所には丁寧な敵打痕が見られる。ま

た棺の内面には赤色顔料が厚く塗布されている。棺内は土砂等の流入もなく旧状を保ってい

た。石棺は赤褐色の地山に土壌を作り、さらに小口部、両側壁部を据え固定させるため溝状に

一段深く掘り下げている。土壌は方形で東西長約4m、南北長約2m、深さ約0．9mで二段に

作られていた。また棺底から地表面まで約1.5mで、0．5mの黒色土による低い封土が認められ

た。
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Fig.13．石棺実測図（東小口部．南側壁は復元した）

3．遺物

発見者の言によると、東側の小口部を取り除き、そこから鉄棒を挿入し遺物を取り出したと

のことである。遺物の配置状態を聞取りにより復原すると、頭骨が東にあり、その南に鏡、中

央部に鉄刀、鉄剣があったという。なお蓋石を除去した後、棺内を観察したところ、櫛の破片

が見られた。

0

鍾識蕊蕊 鶏

8m

Fig.14．鏡の拓影（左）と実測図（右）（1：2）
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‘i9．15．1）やや内簿気味の細味の刀で全長82cm、刀身長62cm、茎長20cm、刀幅は

刀中央部で2.2cmをはかる。茎には2カ所の目釘孔がある。茎にわずかに木質が残

鉄刀（Fig.15．1）やや内簿気味の細味の刀で全

茎が2cm、刀中央部で2.2cmをはかる。茎には2カ所q

っている。

鉄剣（Fig.15．2）茎の先端を欠くが、現存長46

cm刃わたり39.8cm，刃幅は茎が1.4cm、関部が3.4cm、

刃中中部で2.8cmをはかる。

鏡（Fig.14）内行花文鏡で、背面は鋳がつよく細

部を明らかに観察しえない。鏡面からかるく傾斜して

背面につづく外縁の最大厚は0.4cm、幅1.4cmの外縁は

内に向って、しだいに薄くなり、その内側の幅0.6cm

の外lM:には紐部から放射状に配置した斜行の櫛歯文を

めぐらす。内区は2孤の内行花文を配し、その内側に

3条の円圏をめぐらし紐へとつづく。紐は径2．1cm、

高さ0.8cmをはかる。面径10cm、反りは0．2cmをはか

る。銃間からみえる鏡面は白銅質で保存は良好。

櫛竪櫛の破片とみられるもので、1個体分。細い

植物'性材料を用いたもので、かがりより上の部分が残

っていた。発見時に撹乱したために細片となってい

る。

4．出土人骨

人骨は調査前に取り出されていたため埋葬状態は明

らかでないが、発見者によれば頭蓋骨が東側にあった

とのことであり、東向の伸展葬であったと推定され

る。副葬品の鏡は肩の部分、鉄刀・剣は体側部に置か

れていたと考えられる。

1）保存状態骨の保存は全体的に悪く、採集され

ていた骨も、頭蓋骨、下顎骨、上肢・下肢骨の一部

で、風化がはげしい。骨の全面に赤色顔料が付着して

いる。

・骨蓋骨前頭骨・頭頂骨・側頭骨・後頭骨のいず

れも右半部が残存し、顔面も右半部のみが残る。眉上

－18－
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弓は強く隆起し、乳様突起が大きく突出する。冠状・矢状・人字縫合は、内・外板とも明瞭で

ある。

、下顎骨右半部の骨体部が残存し、PM1・M1・M2・M3が残存植立する。M3は萌出途中

で、ほとんどが骨体内に埋まる。PMはいずれも遠近側にねじれ、特にPM2が強い。Cより

近位の歯槽部がくずれており、抜歯（風習的とは限らない）あるいは他の原因によるものか明

らかでない。

上下顎骨の残存歯式は8？:§‘|で､g'を除いて､いずれも唆粍度はBr｡c則｡であ
る。

四肢骨保存悪く、左側上腕骨･榛骨・尺骨（いずれも近位部欠）と、右側榛骨骨体部、左

側寛骨・大腿骨・腔骨が残存する。

恥骨の恥骨結合面の平行隆線は明瞭であり、背側縁が明らかになっているが、腹側縁・上結

節は明瞭でない。

2）性別寛骨が残存するも、大座骨切痕部・恥骨下枝が欠失しており、判定に困難を感じ

るが、頭骨の特徴から男I性であると推定される。

3）年令M3は萌中途中であり、歯の岐耗度がBrocaloで、また恥骨結合面の特長より

して、若年あるいは、成年初期（20才代）であると推定される。

5．まとめ

石棺は上述のように破壊の途中の調査であったので細部を明らかにしえないうらみがある

が、問題点をまとめてみる。

1）坂梨地区の石棺群この石棺の周辺に6基の石棺が存することが確認出来た。したがっ

て、これらの石棺を番出古墳群とよび、今回調査のものを一号石棺と呼ぶ。

2）石棺の年代底板を有する石棺は類例は多くないが、阿蘇谷では東手野古墳群のうち丸

山の石棺（第1号）にみられる2)。番出と同様安山岩の石棺である。出土遺物のうち内簿気味

の鉄刀は、長目塚古墳前方部の竪穴石室の副葬品にも2例が知られている3)。また玉名市大坊

古墳の鉄刀も同例1振がある4》・鏡は、長目塚古墳前方部の竪穴石室の副葬品と同様の内行花

文鏡であるが、これは鏡径8．4cmで、番出のものに比してやや小型である。共に佑製鏡とみら

れる。以上の点から、番出第一号石棺の時期を長目塚古墳と近似の時期、すなわち5世紀代の

ものと想定する。さらに、剣、櫛の出土も石棺が新らしい時期のものでないことを示すもので

あろう。

3）阿蘇谷の石棺番出第1号石棺は、現在阿蘇谷で知られている多くの石棺のうち、最古

のものの1つである◎長目塚古墳等にみられる大型の前方後円墳と同期に、地区を異にして、
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このような小封土を有した石棺群の存することは注目される。阿蘇谷には、石棺を主体とする

小古墳群が、阿蘇町西湯浦地区（二本松石棺群)、同湯浦（源太が塚石棺群)、同山田地区（山

田古墳群)、高森町色見地区、白水町吉田地区などにみられる。調査が充分でなく明らかな点

が少ないが、これ等のうち中通古墳群に先行する石棺、換言すれば、阿蘇谷の弥生時代から自

己発展をとげて古墳を築造するに至った階層の墳墓が存在するのではないかと予測する。今後

の調査が期待されるのである。

〔註〕

1）乙益重隆「阿蘇谷の古墳群」『熊本県文化財調査報告』第3集1952（熊本）

2）同上

3）坂本経尭「阿蘇長目塚」『熊本県文告財調査報告』第3集1952（熊本）

4）出添夏喜「熊本県玉名郡大坊古墳調査報告」『熊本史学』第32号1967（熊本）

〔追記〕 この報告は1978年、九州考古学53号に江本直氏・木村幾多郎氏および島津の連名

で発表したものである。今回の再録にあたっては新らたに番出古墳群分布図を追加

した。なお、調査にあたっては一の宮町教育委員会主事林宏峰氏の協力を得た。

石棺は現在一の宮町教育委員会の前庭に復原されている。
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4．阿蘇谷の古墳一覧

阿蘇谷の古墳についてははじめに、古く江戸時代から注目されるところであったが、明治か

ら大正にかけてこれを踏査し学界に紹介されたのは中山徳五郎氏である（｢阿蘇中部の|日跡及

び古墳について」歴史地理第43巻第6号1925年)。その後、中通古墳中、最大の規模をもつ長

目塚古墳の前方部が東岳川の改修により切断されることになり、それに伴い発掘調査が実施さ

れ、阿蘇谷の古墳について最初の学術的なメスが入れられた（坂本経尭「阿蘇長目塚」熊本県

文化財調査報告第3集1962年)。この調査に際して乙益重隆氏を中心に中通古墳および下御倉

．上御倉古墳の実測図が作成され、阿蘇谷の古墳の全体像が初めて明らかになった（乙益重隆

｢阿蘇谷の古墳群」熊本県文化財調査報告第三集1962年)。一方、阿蘇郡内の小学校に勤務され

ていた平岡勝昭氏は内牧地区にも古墳群が存することに注目され、その概要を発表された

(｢阿蘇谷の先史文化」熊本日々新聞1967年)。これ等の成果の上に立って、九州学院高等学校

考古学部は阿蘇谷の野外調査を1967年以降開始したがその活動は熊本商科大学文化財問題研究

会に引継れ今日に至っている。また1970年には熊本大学考古学研究室によって阿蘇町御塚横穴

の発掘調査も行われている。今回の一覧は以上の成果を集約したものである。今後の調査によ

って更にその内容を豊にしていかなくてはならない。一覧表を作成するにあたり下記の方々か

ら御教示をいただいた。御芳名を記して謝意を表する。

乙益重隆平岡勝昭中村耕作清田純一上野辰男北窓正一宮川進三島格

匪露丁君「玩一毒一頭司童形|規模|主体部|出土品｜備 考
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’ ’所潅地｜墳形|規模|主体部|~墨~王~星T扇古墳（群）名 考
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古墳(群)名｜所在地｜墳形|規模|主体部|出土品｜備 考

斑|径蟹位麗28宮町大字手野字西手野

〃

宮町大字手野字迎平
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に発見、埋めもどす

23

移転復原
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24

外輪山頂25

1974年消滅
26

一

司I－

古墳（群）名番号の（）付は呼称が確定していない事を示す。一は不明。（十α）は複数存するが基数
が不明な事を示す。備考のゴチの数字はPLAN2と対応する。

－23－




